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の目視による判定の結果、61天体が本物と認められた。本研究では、天文学者と同じ判別を行う機械を、AUCを最大化するBoosting 法(AUC Boosting; 
O. Komori 2011)によって作成した。False Negative Rate = 0.1 のとき、False Positive Rate  = 0.09 の性能が出ることが確認され、有望な方法であることが
















• すばる望遠鏡のHyper Suprime-Cam の
データから突発天体を探索する。



























































False Negative Rate = 0.1 のとき、
False Positive Rate  = 0.09























判別機に対する要請：True Positive Rate (> 90%) の




• Komori, O. (2011), Ann. Inst. 
Stat. Math, 63, 961, “A boosting 
method for maximization of the 
area under the ROC curve”
• AUC の値(ROC curve の下側の面積: 
Area Under the ROC Curve)が最大に
なるように学習する。
Empirical AUC Penalty Term for smoothness
λ: 未定のパラメータ：Stump関数の
stepにおける滑らかさを制御する
パラメータ。
λが小さいと過学習が起こりやす
い。λが大きいとfit が悪くなる。
λはCross Validation で最適なもの
を求める。
Training data に対する
ROC curve
Test data に対する
ROC curve
本物の例
